
 

 

 

 

 

 

【第２回 進路希望調査】～見学に行く高校、目星をつけていますか？～ 

  ７月３日(月)に第２回進路希望調査を配付しました。前回配布した注意事項を確認しながら、清書をしてくださ

い。保護者氏名を書く箇所もあります。必ず、保護者の自筆でお願いします。 

先日の実力テストの結果が出るのは７月１５日ごろになります。解答解説の冊子が配られたら、できるところは自

己採点をしておきましょう。今の時期から、理解しているところ、そうでないところをはっきりさせておくことが肝心

です。 

   また、進路希望調査に書いた高校の説明会や体験入学がいつ行われているか、確認しておきましょう。夏休み

前に説明会に参加する場合は、必ず担任の先生に伝えてください。三者面談でも話題にしますので、どうしてそ

の高校を志望するのか、答えられるようにしてください。 

        第２回 進路希望調査 提出日 ： ７月１０日(月)～１３日(木)   必ずこの期間に提出してください。 

 

【校内高校説明会・希望調査】 

進路関係の動きは、今後ますます活発になりますので学校から出される情報にもご注意ください。校内で行う高

校説明会（屋台方式※）の希望調査を行いました。人数の偏りが少なくなるように調整しています。この説明会は、

座席数が限られているため、生徒優先の説明会とさせていただきます。詳しくは、６月３０日付けで配布されたお手

紙をご確認ください。よろしくお願いいたします。 

 

 ※屋台方式とは・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

各高校の会場は変わらず、生徒が移動します。説明の途中退席はできません。 

    Q.なぜ屋台方式なのか・・・？    A. 意味のある時間にしてほしいから。 

     体育館で全員が一斉に７校の説明を聞くこともできますが、それでは高校の先生との距離が遠く、聞きたいこ

とを聞けないかもしれません。各回とも２０～２５名程度の生徒が集まります。説明を目と耳と心で聞いて自分の

進路選択のきっかけにしてほしいと考えています。説明を聞く時の表情で、相手に伝わるものもあります。慣用句

で「目は口ほどに物を言う」と言います。わざわざ小金南中学校に来て長い時間説明をしてくださる高校の先

生に失礼のない態度で臨みましょう。そして、中学生として疑問に思っていることは、質問をしましょう。 
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【定期テスト・実力テストを終えて・・・】 
  今年度最初の定期テスト、最初の実力テストが行われました。今後に向けて先生方からのアドバイスです。 

 ★試験監督からはすべて見えている。・・・視線、姿勢、仕草が丸見えだと思ってください。 

 ★コンパス・三角定規１組は必ず持ってくる。・・・「使わないから」ではなく、「受検する意思」として持参する。 

 ★時間を最後まで使おう。・・・試験時間の途中から瞑想に入る人、ダメです。解き終わったら、もう一度見

直し。さらに、問題文でさえも自分の力に変えましょう。 漢字を覚える、英単語の練習をする、 

 

 

 

 

 

【公立高校の学科のちがい】 

学 科 特 色 

普通科 ・中学校の学習を基盤としてさらに深く学習する学科。 

・卒業後、専門学校や大学進学を希望している人に向いている。 

＊コース制を設け、特定の教科の授業時数を多くしている学校もあ

る。（例：県立流山南高校のスポーツ健康コース、 

東京学館浦安高校のスポーツ進学コースなど） 

専 

門 
学 

科 

職業系専門学科 ・就職時に必要な知識や技術を学び、様々な資格取得を目指す学科。 

・卒業後、就職を希望している人、上級学校への進学を希望し卒業後に就

きたい職業がはっきりしている人に向いている。 

・商業、工業、水産、農業、林業、看護、福祉、家庭に関する学科。 

例：県立流山高校の商業科・園芸科、 

県立清水高校の食品化学科・機械科・電気科・環境化学科など 

普通系専門学科 ・特定の教科をより専門的に学ぶ学科。 

・特定の教科に高い関心があり、卒業後もその分野に関わる進路を考え

ている人に向いている。 

・英語、国際文化、芸術、理数、体育などに関する学科。 

例：県立松戸国際高校の国際教養科、県立松戸高校の芸術科、 

県立柏の葉高校の情報理数科など 

総合学科 ・普通科目（9 教科）と専門科目（商業関連・情報分野・福祉関連・英語

以外の外国語・考古学・美術館講座など）の中から自分の興味関心に

合わせて選択し、学習する学科。 

例：県立小金高校、県立幕張総合高校 

地域連携アクティブ 
スクール 

・学び直しや学ぶ意欲に応えるきめ細かな学習指導を行う学科。基礎学

力の定着を図る。 

・コミュニケーション能力を身に付けるトレーニングや実践的な就業体験を

取り入れる学校もある。 

例：県立流山北高校、県立船橋古和釜高校 

 

 



【より】 ～求められる読解力とは～ 

  ２０１８年に行われた国際的な学力調査 PISA（生徒の学習到達度調査）では、日本の「読解力」が 8

位から１５位に下がったことが大きく取り上げられました。この「読解力」とは、国語に限らず、書かれたテキ

スト（文章や図表）を理解し、利用し、熟考する能力のことを指します。示されたテキストを学校内外の様々

な状況に関連付けて理解することが重要になってきます。そして、「読解力」の問題には⑴情報を取り出す

力、⑵理解する力、⑶評価・熟考する力が出題されていますが、特に低かったのが「⑶熟考する力」だそう

です。 

 

 

 

 

 

 

裏面は、関根が中学時代に勤しんでいた本からの抜粋です。 

1分間絵を記憶し、いくつその絵の名前を書き出せるか、という新感覚記憶力向上ゲームです。 

 


